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キュービックファントムを活用した論理的思考力の教育  
 

 近藤  啓介 1 )   志村  一男 1 )  

1)  駒澤大学医療健康科学部  

工学分野の「ロボットコンテスト」に相当する診療放射線分野の専門的知識・技術

を活用した自ら考え行動できる思考・考察・チーム力を必要とする問題解決型の教育

コンテンツの開発が目的である。今回提案する教育コンテンツは、Ｘ線吸収率の異な

る３種類の立方体各９個の合計２７個を縦×横×高さ各３個の状態でボックスに入

れて外から見えないように封印し、Ｘ線撮影装置で撮影し画像から解析して３種類

各９個の配置を当てる対戦形式のゲーム方式である。開発した教材を用いて 2 大学

での交流大会を開催した。開発した教育コンテンツは診療放射線技師に必要な専門

知識を利用した考察型の課題として十分な効果が期待できる。また、チームでのディ

スカッションも盛んであったことからチーム力を育てるコンテンツとしても期待が

できる。  

 

1. 緒 言 

「自ら考え行動できる人材」が重要とされている

現在において、授業の内容も「アクティブラーニ

ング」や「反転授業」などの学生が主体的に学習

する内容に変わってきている。より学生の自由な

発想で独創的なアイデアを出しながら専門知識を

学ぶ教育コンテンツの代表的な例が「ロボットコ

ンテスト」である。工学系の学生にとっては非常

に興味深い内容であり日本においても各地で開催

されている。医療健康科学部は「診療放射線技師」

を養成する学部であり放射線を利用した画像の取

得・病気の発見・治療などについて学んでいる。

医療健康科学部の学生にとって「ロボットコンテ

スト」は興味深いものの、専門学的に異なる分野

であるため、積極的な参加は期待できない。そこ

で、診療放射線技師を目指す学生の専門分野を活

かす「ロボットコンテスト」に代わる教育コンテ

ンツを開発することが重要であると考える。

「診療放射線技師」の教育において、「自ら考

え行動できる人材」を育成する教育コンテンツに

求める内容は、以下の つである。

① 放射線や医療に関連する分野であること

② 固定された知識を暗記するのではなく、自由

に考えアイデアが出せる創造的な内容であ

ること

③ 答えを知った段階で終了せず、繰り返し教育

に活用できるコンテンツであること

④ 自ら考え行動する論理的思考力が可能な教

材であること

⑤ チーム医療を想定し、出来るだけ個人よりも

チームで参加ができること

X 線画像の解析用ファントム [1]を作成してきた

経験を活用し本研究では、「ロボットコンテスト」

に相当する「診療放射線技師」の教育課程の学生

のためのファントムと教育コンテンツの開発が目

的である。 

ここでは、開発した教材の立方体ファントムと

ブラックボックスの利用方法の説明と、この教材

を用いた教育実践の結果を報告する。 

 

2. 論理的思考力の教育コンテンツ 

2.1. 立方体ファントムとブラックボックス 

開発したのは 線の吸収率が異なる 種類の立

方体ファントム（以下 ）である。この
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